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等 身 大 の語 りが 産 み 出 す活 動 の 意 義
一私にとって総合活動型臼本語教育とはなにか一
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【キー ワー ド】等身大 ・教室コミュニティ ・足場掛 け ・対等な人間関係 ・自信
は じめに
今回のレポー トで、私は総合活動型 日木語教育の意義について考え、対話をもとに自分
な りの結論を出 した.そ の過程を以下に記す。
1.動 機 と仮説
以前、私はr総 合」 の(に 似た)授 業を受講 した。何回 ものデ ィスカ ッシ ョンを重ねて
いく活動を通 して私が一番感 じたのは、言葉を介 して理解 し合 う限界である、それまでな
んとなくつながっていると思 っていた言葉のつなが りを切 られて(自 分の使っている言葉
では自分の意図は通 じなくて)、自分を理解 して もらう限界、相手を理解す る限界を知った。
その活動を経て、最後に出てきた ものが、自分の事柄 への認識、立場 とい うものではなか
ったかと思 う。私にとって、この活動は、コ ミュニケーション能力を育成 した り、言語能
力 を向上させた りす るとい う言語を中心に据えた外へ向けた活動 とい うよ り、 より自分の
中へ、内へ戻ってい く活動だった。
共同活動 とは思えないこの活動は、本当に言語教育の教室の場で必要な活動か、言語を




では、このような活動をあえて教室で 〔学習言語で)行 う意義はどこにあるのだろ う・
確 かにこの活動は、r相 手に伝える」r相 手の言っていることを理解 しようとす る」ことか
ら始まるため、言語能力や コミュニケーシ ョン能力が上がることは明 白だ。 しか し、それ
は、自分の経験か らこの活動を行 う本当の意義 とは思えない.私 が この活動で得 られたの
は、言語とそれ をとりまく何か絶対的だったもの に対する不信感だ。 ここに何 らかの意義
があると思えてな らない。言語を獲得 しようとす る側にとって、この信頼が崩れることは
どんな意味をもつのか。言語を学んでいる人、あるいは、使わなけれ ばならない状況にい
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る人、その人たちに とっては、言葉はカであろうし、それを求めて蓄積 しているだろ う。
その過程 で、そのようなカが必ず しも保障 されない、その言葉への依存あるいは信頼 とい
った ものが崩 され るような活動を行 うことは、その言葉への考 え方や言葉 にまつわること
への 自分な りの認識を促す ことにな り、言葉 を学ぶ側 とい う態勢から脱するきっかけにな
るのではないだろ うか、っま り、学び始めた初期の頃か ら蓄積 してきた言葉を自分に問い
直す場になりうるとい うことである。そこから確立され るのは、言葉 とコミュニケーシ ョ
ンに対す る自分なりの認識だ。ここに、この活動を言語を学ぶ過程で行 う意義が見出せ る
のではないか。この意義か らす ると、総合 とい う活動は、あ る程度の言葉の蓄積のもとに
行われ ることに、より意義が明確 になってくると考 える。
以上か ら、私にとって、総合活動型 日本語教育 とは、言葉のつなが り ・言葉の基盤が崩
れてい く中で、 自分の言葉や コミュニケーシ ョン観 を認識 ・確立 してい くものであり、初
級か ら蓄積 されてきた言葉について改めて 自分自身に問 うものであると考える。それは、
学習 している言語 とい う力に対 して、各自が向き合 える場であ り、そこにこの活動の意義
があると考える。
2.対 話
対話相 手のMさ んは、総合の授業を受講す るなど、総合への関わ り方が私と似ている。
そこで、 日本語教育や総合の活動 に対 し、今感 じていることを聞いてみたい と思った。
*r等 身大』 と話 し合 う意義
Mさ んにとっての総合活動の意義 を聞いてみた、
M;量'っ て 何 か って い う こ とに 自∠ 自身 で 向 きA'こ とが で き る と い"と こ ろ に 藤 ・が
聾
このr言 葉に向き合 う」 とい う意味をもう少 し具体的に聞いてみると、
M:自 ∠ の で 舌 わ"も が な の もの を ヰ)ーな ん とな く持 っ て い る で..暑 鮭が 持 っ て る 、
自∠ が 信 じて た カ とか 実.・の 言 短の 持 っ て る力 とか 自/・で こ ーい ロ煮 図 で 自∠ の
身 から・'した昔韮がど 戸い'風 に変わっていくのか とかってい'の を知る ヌ会が言語
教育の場にあって もいいん じゃないかなってい う.
総合活動をこのように捉 えているからか、Mさ んは私の動機のr言 葉のつなが りと言葉の
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基盤が崩れていく」 とい う点について、興味を持った とのことだった。そ して、その自己
の基盤 を崩す過程 にある自己開示について以下のように語 る。
M;自 分が一端発 した言葉が自分か ら離れていった時に、人に どうい う風に受け取 られて、
そ こか らどうい う返 りがあるのかを知る意味ではす ごく意義があると思います。 あれ
を外国語でやるのは大変 と思 うけれど、案外外国語だ ともう少 しゆるいかなとか。_
つま りその人その人の言語感昌 と持ってる貢…の基盤 の で 、一身大の のを経 でき
るん じゃないかなって。
Mさ んは初級 と総合活動についても次のように捉えている。
M:私 が思 うには、この総合活動型ってい'の は やっぱ りレベル じ なくて どんな人
でも・身大に入れていくことができると者える_一
一 。
このMさ んの総合の意義 は、言葉の基盤を持つ母語話者が行 うには納得のいく説明だと
思った。 しか し、学習者は学習言語が基盤(言 わず もがなのもの)で はない。学習者が学
習言語において、r言葉 に向き合 う」ことは、どんな意義を持つのだろう。なぜ学習言語が
基盤となっていないはず の初級でも行 えると言 うのだ ろう。
この問いに関 して、Mさ んのr等 身大」 とい う言葉が私の中でひっかかったが、Mさ ん
の述べるr等 身大」がどういうことなのか、ここではまだよくわか らなかった。
そこで、言葉に向き合った り、 自分に向き合った りす ることに、なぜ知 らない人同士が
話 し合 う場が必要なのか、r話 し合 う」はどのよ うな意味をもつか、なぜ、それ を日本語教
育の場で行 う必要があるのか、この点について、Mさ んの考えを聞いてみたい と思った。
私の考える活動の意義は、自分の今考えている言葉や、そ うい うものに対 しての考えを
自分で自分に問い直すことなのだが、その過程において、教師の下での学習者同士のイン
ターアクシ ョンとい うのはどんな意味があるだろ うか、と間 うと、
M:捉 え直 しをした り、コミュニケーション観 を確立す ることで、何 を目指すんですか?
N:そ れは言葉 を学ぶ ときのrネ イテ ィブみたいになれなけれ ば、その言語において弱い、
勝てない」、そ うい う弱者意識みたいなものから開放 され ることで、その言語を学ぶ態
勢を変え られ るん じゃないかって。
Mlそ れは、一 ですね。私は開放 されなかった(Mさ んの英語圏
での経験よ り)。で もr自 ∠の持 っている青 で 四だって量 うんだってい う強 さ は、
一 。ネイティブにはなれないけど、旦塑 一




M:は い。 これは、一個の形のいい レンガを渡されるのではな くて、 自分の基盤の一つに
しかな らない としても、形 は悪い泥を一握 り自分で取ることで獲得できる、そのため
には言葉 と向き合わない といけないと思いますけど。
N:そ れ は学習者が学んでいる言語の中で、それぞれ生きてい く中でもできるのでは?
Mlそ こにネイテ ィブがいるとい うことは 董倣にほかな らない。っま りそれは渡 されて
いるレンガの方 じゃないですか?生 活言語は、生命 を維持す るためのものであって、
自分を守る武器ですよね。で、その中で、自分と向き合 う人、向き合わない人がいる。
でも 六は言語 六という学びの があって 理念 舌策と向きム う それを通 して
自∠ と向きム 廿ってい うものがあって 目指すものがはっき りしている かなり意識
的ですよね.そ の で 自∠を認識一 ることで自分のカ(強 さ)っ ま り 自∠が弱 で
あってもそれ を憩 け入れることがで きる力を受け入れることがで るんじ ないかと
,思いますけど。
N:な るほど…で も学習者が学習言語圏に来た りして、環境が変われば言葉や 自分と向き
合 うのは必然的 じゃないですか?こ れ をなぜ一緒に教室でや らなけれ ばならないと思
いますか?
M:確 かに、人は悩む ことはす る。でも私の揚合、ぐるぐる同 じところを回っているだけ
で、その帰着点はいつも同 じよ うな気が します。 自分を変化 させ ることにまでならな
い。でも教室で行 ーことで 自分に ・して思いもよらない視点か ら 問をされた り
指 存された り ることで 自分が悩んでいて気づかなかった こととか悩んでなかった
ことについても気づかされ る そこに教室で行 う意味はあるん じゃないで かね。
Mさ んがr開 放 されないが、受け入れ ることはできるようになる」 とい うところを静か
な声ではあるが力強 く述べていたのが非常 に印象的だった。ここでやっと、Mさ んの言 う
r等身大」の意味も、どんな人にも行える、 と述べていたこと、学習言語 で行 う意義 も理
解できた と思った。
*教 室の必要性一 教室コミュニティとその他のコミュニティー
Mさ んの言 う 「等身大」は、その教室内で実現可能なものである。 しか し、Mさ んの今
までの話か ら、教室 と外とのっなが りを感 じた。そこで、総合とい う教室と、教室外のこ
とについて どう考えるか聞いてみた。
N:ど れだけ教室で擬似活動 した としても、教室の外 とは違 うと思 うんですけど、それに
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ついてはどう考えますか?
M:な ぜ違 うと言い切れますか?学 習者は確かにそ う思ってるかもしれないです よね。で
もこれは支援の問題になってきて、支援者側が どうい う認識でその場 を作っていくか
ってい うその環境作 りによって(決 まる)_学 習者が許 される教室環境 にしているの
か、こ二を足場掛 けにして外にで ることのできる実感 をつかめる場にす るのか ってい
うのは、この総合活動の最終的な評価につながることかなって。
N=で もあの教室だからその表現でいいってい うのはあ りますよね。その人が今まで書い
たものと話の内容 を皆が理解 していることによって、認 められた もの もある、外 とっ
な ぐもの?と して機能するものかってい うところは疑問を感 じます けど。
M;で もそ うなると、それを書いている人は、誰 に何を伝 えたいのかって ことにな ります
よね。100人 いて100%、100人 の人に理解 してもらう必要はあるのかってい う。
確かに、 と,慰った。 私はr皆 に通 じるもの」を求めていたことをMさ んの言葉で再認識
させ られた。 しか し、 このr教 室内で通 じる言葉(等 身大で語 る言葉〉」 で、この教室 と
い う場が外へ向けた足場掛けの場 となるのだろうか。 この問いに対 して
M:ま ずは、やっぱ り、自分が出会った人たちとコミュニケーシ ョンがとれるか どうかっ
てい うことから普通始ま る…そ うい うものを積み重ねてい く経験 を個人がす ること
になるんですよね。そこだけで'じ ればいいとい うよりは、まずそ こで通 じるとい
う、匠、験 を 重ねるとい'こ とが私の では大きいかな と思 うんです けれ ども。
このMさ んの言 うr通 じるとい う経験の積み重ね」は、他のコ ミュニテ ィでは体験できな
い ことだ ろうか。そこにr教 室」 とい う場の設定はなぜ必要なのだろ う。
この点について、Kさ ん(総 合の授 業)か らは、教室 も各 自に とっては一っの コミュニ
テ ィに過ぎないのであって、r教 室」 とr他 のコミュニティ」 とい う2極 の関係ではな く・
r教室コミュニテ ィjとrAコ ミュニティ」、「Bコ ミュニテ ィ」のよ うに対等に考え られ





ユニティはいっぱいあると思うので 結局はそんなに性格的に並 ヒして 教室だか
らって 構える必要はないん じゃないかなと思う。〔教室の)設 計者が積極的に教える
という働きかけを行 うと、塾みたいな教室になるかなって、宣墓一_
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設計者が上にいて コン トロールをかける必要は実 はそんなにない...。麹
人とい うのは、この人たちが 目指すものが うま く 能するよpに 、このコミュニテ一
このMさ んの言 う 「教室化」が、私の求めている 「教室 コミュニティを設定す る答 え」
ではないかと思い、聞いてみ ると、
M:私 が 考 え た い な と思 って る こ とは 、 対 等 な 関 系っ て い うの は あ る 呈度 、。的 に ・る
こ とが で る と思 廿 し む しろ 註、・的 に:ら な い と な か な か ・ とい 調{は な
い と思 うんですよね。普通 のコミュニティだった ら、先輩 ・後輩 とか、年上年下、そ
うい う力関係 とかがや っぱりあるから…でも、教室 というところを設計することによ
って、聾計 が一 できることは このiっ て きた人達 とい うのが、本当に対等な謝
・、で コ ミュ ニ ケ ー シ ョンす る の を 演 す る こ とか な っ て,..。
N:対 等 であることは、等身大の 自分であることに何かかかわ りますか?
M:か かわ ります。等身大って自分を大きく見せ ようともす るし、小 さく見せ ようともし
ますよね。_そ うい うことをあんま り心配せず に、今考えていることを他の人 に共有
してもらいたい、共有 してもらうことができるのか考えた場合に、同 じ目線で話が出
来 るとい うのが、結構一般社会では難 しいか ら。
確かに、社会に集 った人たちが皆対等なコ ミュニテ ィとい うのはないよ うに、思う。Mさ
んの話か ら、教室 コミュニテ ィが教室コミュニテ ィである意味がわか りかけて きた。
そ して、二の対等な関係が保たれた非現実的な環境の教室でr通 じた こと」がなぜ他の
コミュニティヘ向 う自信につなが るのか、なぜ特殊なr教 室」が他のコミュニテ ィヘの足
場掛けとなるのか とい う問いに、Mさ んは次の ように語 る。
M:こ れを言えば相手にこ'云 わるんだっていp実 感が自∠の にあった ら それ をもと
にア レンジす ることは そこにパ ワー ミがでてきて も 付加的な1が ついてきて
一 なと思うんですよね。例えば、私が英語ですごく失礼な
ことを言って、間違ったと思っても、それを一 言
語の基.的 な謁題ではなくて コミュニケーションとるって言'意 味で なんとか歯
処一 ・・。
この話を聞いて、私はMさ んのr通 じるとい う経験」の指す意味 とr足 場掛けに して外に
で ることのできる実感 をつかむ』意味が理解できた と思った。Mさ んのr通 じるとい う経




Ml形 も積みあがっていくと思うんですよ。でも、形をス トックすることからスター トし
一 なっていうのが私にはある。
この一連 の話か ら、Mさ んの話に矛盾 を感 じ、疑問ばか りでてきて しま う理由が ようや
くわかった。私はr言 葉を学ぶrと 聞 くと、やは り言葉中心(形 中心)に 考えて しまって
いたのである。 「言葉の表現形式 をス トックす ることか らスター トしなくてもいい」とい
うMさ んの考えは、なぜ言葉 を学ぶ のか とい う根本を付いてお り、ここか ら考えると何 も
矛盾 していない。特殊 な教室 とい う環境で得たことが外へ出て行 く足場掛けになるとい う
意味や、等身大で語 る必要性 もより理解できたように思 う。等 身大の自分を受け入れると
い うことは、つま りは、 自分の コミュニケーシ ョンヘの向かいを等身大で試みることで、
自分のコミュニケーションの基本形を獲得す るとい うことではないだろ うか。その基本形
は他のコミュニテ ィで応用できる。 それを獲得する場は、当然、他のコミュニテ ィヘの足
場掛 けとな りうるのだ。
以上のMさ ん との対話をもとに、仮説を捉 えなお し、結論 をま とめたい と思 う。
論結翫
学習者はr総 合」を通 して何 を獲得することができるのか、なぜ総合が必要 か、総合活
動の意義は何か、その点について、仮説ではr総 合は、初級か ら蓄積 されてきた言葉につ
いて改めて自分 自身に問 う場」であ り、r自 分の言葉や コミュニケーシ ョン観 を認識 ・確立
してい くものである」 とし、その認識を確立することで、言語を学ぶ際の弱者意識から開
放 されるのではないか と考えた。しか し、r等身大の 自分を受 け入れ る」とい うMさ んの言
葉 から私のこの総合への考え方 は変わ り始めた。
「等身大の 自分」、 この言葉を中心にMさ んとの対話 を考 えてい くにつれて、私は自分
の仮説が言葉を自分の外において見た、r言葉」とr自 分」を切 り離 した考えであった こと
に気づかされた。r言 葉」 とr自 分」が切 り離された状態は、r等 身大」 とは言えない・結
局、この状態が産み出す ものは、Mさ んの述ぺていた ような言語形式やネイテ ィブを 目標
とした限 りのない追い求めの態勢である。更に言 えば、言葉 を外 に捉 え、教えよう、覚え
ようとするその考え方 こそがr足 りない自分」意識を増加 させ、追い求めの態勢を産み出
し、弱者意識 を外側か ら植 え付けていっていることになるのではないだろ うか。
逆に、そのr言 葉」 とr自 分」が一体化 したr等 身大の 自分」によるコミュニケーシ ョ
ンは何を産むのか。それは、自分のコミュニケーシ ョン観 の確立を経て、最終的にMさ ん
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の述べていたその言語における 「自己の認め」、すなわち 「自信」ではないだろ うか。もち
ろんr自 信」を得 ると言 っても、rも っと」とい う要望がなくなるわけではない。 しかしそ
の要望とい うのは、外側から与え られた追い求め、弱者意識か らくるのではな く、 自己の
内からくるものであって、上記の、言葉と自分が切 り離 された中での足 りな さとは大きく
異なる。つま りここでい う 「自己の認め」・「自信」 とは、その時点の 自分の言語能力に満
足す るということではなく、 自分の言語能力 ・言語的立場を白分 自身で決めることができ
るとい うことである。 この 「自信」は、ネイテ ィブを目標に置き、それを 目指 していては
産み出せない。等身大のコミュニケーションだか らこそ産み出せ るものであると考える。
しか し、この等身大の 自分は、社会の様々な立場 を含む人間関係の中では実現 しにくい。
そ こで必要となって くるのがそのよ うな様 々な立場を意識 させない、精神的な意味で対等
な人間関係 を目指すr教 室コミュニティ」である。ここで、私の求めていた、なぜ総合が
必要なのか、なぜ教室 コミュニティが必要なのか、教室コミュニティと他のコミュニテ ィ
の違いは何か とい う問いの答 えは、この 「等身大の自分を実現す る場」として解決 された。
以上か ら、私に とって総合活動型 口本語教育 とは、等身大の自分で語 ることを通 して、
その言語における 自己の認め、すなわち自信を獲得 してい く場である。つま り、学習 して
いる言語の力に向 き合 う能力を育成するとい う、今できない 自分を認識す るものではなく、
その言語において、今話 しているその 自分を認 め、受 け入れて、自信 としてい く能力を育
む ものである。 この等身大の自分で語る活動を通 して得る自信は、言葉を自分の外におい
た、言語形式やネイティブを追い求める態勢、すなわちr足 りない 自分」意識から開放さ
れ るきっかけとな りうるであろう。そ こに この活動を行 う意義がある と考 える。
おわ りに
大事だと言われていても実はなぜ大事なのかは漠然としていて、私はよくわからないこ
とがある。 この実践は、そ ういった ことを問える、つま り目本語教育に対 して等身大の自
分からスター トで きる活動であった。また、 自分がMさ んに聞いたr何 のために一緒に話
し合 うのか』 とい う間いの答えを実感できる場であ り、人 と対話を して、今までなかった
何か新 しいものが生まれてくるとい うことを体験 した。その中で教育観、教室観、学習者
観についてr理 解する」ではな く、r自 分で考える」とい う姿勢を持っ ようになったとい う
点で、私にとって意義のある活動だった。
(ノナ ミ ナオコ 修士課程2年)
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